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内容内容

• DAQコンポーネントのデータポート

DAQコンポ ネントのステ ト• DAQコンポーネントのステート

• DAQコンポーネントのタイプDAQコンポ ネントのタイプ

• Source型コンポーネント開発の手順
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DAQコンポーネントのInPort/OutPortDAQコンポ ネントのInPort/OutPort

から受信したデ タは バ フ に格納される• InPortから受信したデータは、バッファに格納される。

• OutPortのバッファへ書いたデータは、直ちに転送さッ ァ 書 デ タ 、直ち 転送さ
れる

InPort OutPortread write
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DAQコンポ ネントのステ トチャ トDAQコンポーネントのステートチャート
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各Stateの実装各Stateの実装

状態

状態遷移時状態遷移時
1回実行

コマンド

状態中
繰り返し実行繰り返し実行
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DAQコンポーネントのコマンドループDAQコンポーネントのコマンドループ

• コンポーネントは Active状態ではonExecute()が• コンポ ネントは、Active状態ではonExecute() が
定期的に呼び出される

• onExecute()からdaq do()が呼び出される• onExecute()からdaq_do()が呼び出される
↖コマンドループ処理

– CONFIGURE状態で、Startコマンドを受けるとdaq_run()
が呼ばれ（RUNNING状態）、StopコマンドかPauseコマ
ンドを受けるまで繰り返し呼ばれるンドを受けるまで繰り返し呼ばれる

– その他の状態ではアイドル状態を実現する
daq dummy()が呼ばれるdaq_dummy() が呼ばれる

daq run(), daq dummy()の中では、タイムdaq_run(), daq_dummy()の中では、タイム

アウトなしでブロックするような処理を行っ
てはいけないてはいけない
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DAQコンポーネントのタイプDAQコンポ ネントのタイプ

• コンポーネント間のデータストリームに対して

– Source型
• データストリームの起点となるコンポーネントデ タストリ ムの起点となるコンポ ネント

• OutPortをもつ。InPortをもたない

G th コンポ ネント（MLF）• Gathererコンポーネント（MLF）

– Sink型
• データストリームの終点となるコンポーネント

• InPortをもつ。OutPortをもたないInPortをもつ。OutPortをもたない

• Logger, Monitor（MLF）
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DAQコンポーネントのタイプDAQコンポ ネントのタイプ

Sink type

Source type

Logger

DispatcherGatherer

Monitor

Dispatcher type

Sink type
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Source型DAQコンポーネントの開発Source型DAQコンポ ネントの開発

• Source型の代表的なコンポーネントはリード
アウトモジュールからデータを読み出すものアウトモジュールからデータを読み出すもの

• リードアウトモジュールの種類・読み出し方法リ ドアウトモジュ ルの種類 読み出し方法
は多様であり一般化は困難

ユーザによるデータ読み出しの実装が必要ユ ザによるデ タ読み出しの実装が必要

Data stream
?

Data stream
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参考文献参考文献

• Source型コンポーネント開発マニュアル
// / / / f– http://greentea.kek.jp/daqm/docs/source‐comp.pdf

– リードアウト・ハードウェアなしでデータを取得し、後段の
コンポーネントへ送信
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EchoReaderコンポーネントEchoReaderコンポーネント

• ハードウェアがなしでSource型DAQコンポーネン
トの開発をするための例題トの開発をするための例題

• echo serverへ接続してデータを送信し、データを
受信して OutPortから送信する受信して、OutPortから送信する

※TCPベ スのエコ サ ビス※TCP ベースのエコーサービス:
エコーサービスは TCP に基づくアプリケーションの接続
とし 定義される サ バは 接続 ため ポ トとして定義される。サーバは TCP 接続のため TCP ポート
7 で待機する。いったん接続が確立したら受信したどん
なデ タも送り返す これは呼び出したユ ザが接続をなデータも送り返す。これは呼び出したユーザが接続を
終了するまで続ける。
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EchoReaderコンポーネント仕様EchoReaderコンポ ネント仕様

• MLF中性子用DAQ‐Middleware2009.07版の
中のSkeletonコンポーネントを利用して中のSkeletonコンポーネントを利用して、
EchoReaderコンポーネントを開発する

DaqComponentBaseDAQコンポー
ネント共通

MlfComponent XxxComponent実験・装置
毎に共通

EchoReader
MLF共通

XxxReader
XXX実験共通

EchoReader XxxReader
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EchoReaderコンポーネント仕様EchoReaderコンポ ネント仕様

デ• 正規分布データを生成する。
100event(4byte/event)をechoサーバへ送信100event(4byte/event)をechoサ バ 送信

– 一様乱数から生成（平均値60、標準偏差10）

• Echoサーバからデータ（400byte）を受信

受信したデ タにヘッダ フッタをつけO tP t• 受信したデータにヘッダ、フッタをつけOutPort
のバッファへコピーする

• OutPortから送信する

送• OutPortの送信ステータスを調べる

• エラーの場合はDAQオペレータへ通知する• エラーの場合はDAQオペレータへ通知する
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開発手法開発手法

• DAQ‐Middleware for MLF 2009.07に入ってい
るSkeletonコンポーネント（Skeleton hるSkeletonコンポ ネント（Skeleton.h, 
Skeleton.cpp, SkeletonComp.cpp）をもとに必
要な機能を追加する要な機能を追加する

• Gathererコンポーネントから不要な機能を取• Gathererコンポ ネントから不要な機能を取
り除く

今回は k l ンポ ネントをもとにした開今回はSkeletonコンポーネントをもとにした開
発手順を紹介する発手順を紹介する
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開発手順（1）開発手順（1）

• DAQ‐Middleware for MLF 2009.07版の

Sk l {h } ダ イ 実装– Skeleton.{h, cpp} ⇒ヘッダファイル、実装

– SkeletonComp.cpp⇒ コンポーネントの生成を行うp pp 成を行う

– Makefile.Skeleton ⇒ コンポーネントのMakefile

名前を変更する• 名前を変更する

– EchoReader {h cpp}EchoReader.{h, cpp}

– EchoReaderComp.cpp

– Makefile.EchoReader
4種類のDAQコンポーネント開発に4種類のDAQ ンポ ネント開発に
必要なファイル
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開発手順（2）開発手順（2）

• 次のファイル中の文字列を置換する

E h R d {h }– EchoReader.{h, cpp}

– EchoReaderComp.cppp pp

– Makefile.EchoReader
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開発手順（3）開発手順（3）

• InPortをdisableにする

EchoReader h– EchoReader.h
コメントアウトする
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開発手順（4）開発手順（4）
• InPortをdisableにするInPortをdisableにする

– EchoReader.cpp
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開発手順（5）開発手順（5）

ここでビルドを行う• ここでビルドを行う

パイ が成功すれば メイ ジ クが空• コンパイルが成功すれば、メインロジックが空
のEchoReaderが完成の が完成

• 安心してメインロジックを実装する
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開発手順（6）開発手順（6）

メインロジ クは空だが コマンドによる状態• メインロジックは空だが、コマンドによる状態
遷移は動作する

• マニュアルのP.8のようにコマンドラインからコ
マンドを発行して状態が変化するか確認するマンドを発行して状態が変化するか確認する

• EchoReaderを使用するためのコンフィグレーEchoReaderを使用するためのコンフィグレ
ション・ファイルを用意する（次スライド）
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開発手順（7）開発手順（7）
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メインロジックの実装メインロジックの実装
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t d t t O tP tB f()set_data_to_OutPortBuf()

• OutPortのバッファにデータをコピーする
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check outPort status()check_outPort_status()

送• 送信ステータスのチェック
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Fatal error report()Fatal_error_report()

• DaqComponentBase.h

ラ を オペレ タ 通知して• Fatal エラーをDAQオペレータへ通知して、コ
ンポーネントは待機状態になるンポ ネントは待機状態になる

• Fatalエラーを受けた上位システム、ユーザが

状況を判断して対処する（ラン停止、システム
の再立ち上げ、ハードウェアのチェック）の再立ち上げ、ハ ドウェアのチェック）
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F t l t()Fatal_error_report()

• FatalエラーのタイプはFatal  ラ のタイプは
DAQService.idl 中で定義し
ているる

• ユーザが利用できるのは、
USER ERROR{1..4}USER_ERROR{1..4}

• 今後、柔軟に追加できるよ
うに検討中うに検討中
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まとめまとめ

• 「Source型コンポーネント開発マニュアル」を
もとに重要と思われる項目を説明しましたもとに重要と思われる項目を説明しました

• 実際に上記マニュアルを見ながら 自分で実際に上記マニュアルを見ながら、自分で
EchoReaderコンポーネントを作って動かして
みてくださいみてください

• マニュアルの不備や質問 要望があればお• マニュアルの不備や質問、要望があればお
知らせください
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予備予備
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DAQコンポ ネントのI P t/O tP tDAQコンポーネントのInPort/OutPort

• InPort<DataType, Buffer>
から値を読 出す– read(): DataPortから値を読み出す

• OutPort<DataType Buffer>OutPort<DataType, Buffer>
– write(const DataType &value): データ書込み

• BufferBase<DataType>
i t l l i t l th() バッファの長さの取得– virtual long int length(): バッファの長さの取得
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InPort/OutPortへのバッファの指定InPort/OutPortへのバッファの指定

ンポ ネント ダフ イル• コンポーネント・ヘッダファイル

RTC::BufferBase

rtm/idl/BasicDataType idlで

MyRingBuffer

rtm/idl/BasicDataType.idl で
定義されている標準型
（8bit 配列型） y g
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バッファの長さバッファの長さ

ンストラクタで初期化の際に指定• コンストラクタで初期化の際に指定

m_InPort(“echoReader_in”, m_in_data, 64)

※MLF用2009.07版では、InPortのバッファの数は128※ 用 版 、 ッ ァ 数
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